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1. はじめに 

近年、国土交通省の観光庁は「観光立国の推進」「地

域活性化」を政府の新成長戦略に位置づけている。ま

た、地方では地域活性化、観光推進が課題とされてお

り、市街地および観光地周辺の賑わいの創出が求めら

れている。このため、地方では、魅力的な公共空間の

創出を目指し、街路の電線の地中化等により歩行空間

の景観の改善整備が活発に行われている。 

しかし、既存の整備では、実際の賑わいの創出と適

合していない例もある。そのような例では、歩行者の

回遊性や快適性向上といった目的と、整備内容が適合

していないことが一因であると考えられる。 

歩行者の街路空間に対する認識を明らかにし、歩行

者から見た街路空間の印象評価をもとに、快適な歩行

空間の環境を提案することで、歩行環境改善を誘導し、

市街地の回遊性の向上や賑わいの創出に繋がると考え

られる。 

本研究では、長崎市の商店街の街路を対象に、歩行

者から見た街路景観に関する印象評価を把握するため

に街路景観の印象評価実験を行う。印象評価実験をも

とに分析を行い、街路の印象評価を行うことで快適な

歩行空間の創出に繋がる街路景観の提案を目的とする。 

2． 印象評価実験 

2.1 実験概要 

対象地域の街路景観の印象を把握するために、SD法

1)を用いて街路景観の印象評価に関するアンケート調

査を行った。アンケートは無記名、質問項目は 22項目

設けた。被験者は、街路景観について一般的な判断を

行える者として、長崎大学に在籍している土木および

建築を専攻する学生等とした。被験者数は 75名を得た。

アンケート調査に使用した質問項目を表 1に示す。 

街路景観の印象評価の調査において、好適な印象お

よび歩きたいと思う街路の印象構成の把握、色彩の位

置に対して印象の変化に相違が見られるか、街路の色

彩の変化やベンチ、プランターなどのオブジェクトの

設置に対して印象の相違が見られるか、という目的の

もとで実験を行う。 

表 1 アンケートに使用した質問 

 

 

 

 

2.2 実験方法 

 本研究では印象評価実験は 2段階に分けて行う。第 1

段階の実験では、対象とする街路の現状の画像を上部

と下部に分け、色彩の位置の変化に対する印象評価を

行った。画像の上部とは、建物のひさしと看板とし、

画像の下部とは、歩道の舗装とする。実験に使用する

画像は、現在の街路の画像と上部の色彩を変化させた

画像、下部の色彩を変化させた画像、上部と下部両方

の色彩を変化させた画像、計 4枚の画像である。 

 本研究の対象とする街路の現状の画像を図 1 に、上

部の色彩を変化させた画像を図 2 に、下部の色彩を変

化させた画像を図 3 に示す。また、上部と下部両方の

色彩を変化させた画像は図 2 と図 3 の画像を組み合わ

せた画像である。 

 第 2 段階の実験では、第 1 段階の実験で 1 番好まれ

た街路の画像の色彩を寒色である青色と中性色である

黄色に変化させた画像の計 2 枚の画像を用い、色彩の

変化に対する印象評価を行った。また、ベンチやプラ

ンター、植栽の設置に対する印象評価実験では、現在

の街路の画像に対して、休息所であるベンチを設置し

た画像と花を植えたプランターを設置し植栽を増加さ

せた画像、現在の画像から街路樹を取り除き植栽を減

少させた画像の計 3枚の画像を使用した。 

 休息所を設置した画像を図 4 に、植栽を増加させた

画像を図 5に植栽を減少させた画像を図 6に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 上部を変化 図 3 下部を変化 

図 4 上部と下部を変化 図 5 休息所の設置 

図 1 対象街路 

図 3 下部を変化 

図 2 上部を変化 

図 4 休息所の設置 



平均値 標準偏差 有意確率
現在 3.28 1.01
上部 2.74 0.88
下部 3.89 0.89
両方 2.84 1.14
現在 3.20 1.07
上部 2.93 1.15
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平均値 標準偏差 有意確率
現在 3.28 1.00
休息所有 3.78 0.85
植栽増加 3.61 0.86
植栽減少 3.66 1.09
現在 3.64 0.89
休息所有 4.26 0.72
植栽増加 3.92 0.76
植栽減少 3.58 0.97
現在 3.04 1.00
休息所有 3.80 0.88
植栽増加 4.04 0.84
植栽減少 3.94 0.91
現在 2.58 1.07
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植栽増加 2.16 0.98
植栽減少 1.86 0.96
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4．街路景観の印象評価の分析 

4.1 歩きたい街路と好適な街路の評価構造 

 「歩きたい」と「好き」な街路についての総合的な

街路の評価構造を把握するために、全ての街路の印象

評価実験結果を用いて相関分析を行った。分析の結果、

「歩きたい」に対し、「好き」の相関係数が0.62と最も

高い正の相関となり、好きな街路であると歩きたい街

路といえる。「好き」に対し、「色合いが良い」の相

関係数は0.76と最も高い正の相関となり、色合いがいい

街路であると好きな街路であると考えられる。 

4.2 色彩の位置の変化に対する印象の相違 

 第 1 段階の実験結果をもとに、色彩の位置の変化に

対する印象の相違について分散分析を用い検討する。

色彩の位置の変化に対する印象評価値の平均値と標準

偏差と有意確率を表 2に示す。 

 

 

 

 

 

表 2 より「好き」に関しての質問では、平均値は下

部の色彩を変化させた画像→現在の画像→上部と下部

両方の色彩を変化させた画像→上部の色彩を変化させ

た画像の順に高く、この順に好きな街路構造と考えら

れる。「圧迫感」に関しての質問では、現在の画像と比

較すると、下部の色彩を変化させた場合は低い値を示

した。「色合い」についての質問項目では、現在の画像

と比較すると下部の色彩を変化させた場合は高い値を

示した。 

4.3 色彩の変化に対する印象の相違 

第 1段階の実験結果と第 2段階の実験結果をもとに、

色彩の変化に対する印象の相違について分散分析を用

い検討する。色彩の変化に対する印象評価値の平均値

と標準偏差と有意確率を表 3に示す。 

表 3 より「好き」に関しての質問では、平均値は色

彩が赤色→青色→黄色の順に高く、この順で好きな街

路構造と考えられる。「親しみやすさ」および「色合い」

についての質問では、色彩が赤色の画像が高い値を示

した。「圧迫感」に関しての質問では、色彩が赤色の画

像が低い値を示した。 

 

 

 

 

 

4.4 オブジェクト設置に対する印象の相違 

 第１段階の実験結果と第 2段階の実験結果をもとに、

オブジェクトの設置に対する印象の相違について、分

散分析を用いて検討した。オブジェクトの設置に対す

る印象評価の平均値と標準偏差、有意確率表 4に示す。 

 

 

 

 

 

 

「好き」に関しての質問項目では、平均値は休息所設

置→植栽の減少→植栽の増加→現在の画像の順に高く、

この順で好きな街路構造であると考えられる。「親しみ

やすさ」に関しての質問では、休息所を設置した画像

「明るさ」についての質問では、植栽を増加した画像

が最も高い値を示した。「圧迫感」に関しての質問では、

植栽を減少した画像が最も低い値を示した。 

5.まとめ 

本研究では、街路景観の印象評価より、好適な印象

を受ける街路構成の把握を行った。羽室ら 2）は景観を

評価する上で色彩が与える印象が他の要素より与える

影響は大きいと述べた。本研究においても、色合いの

良い街路構成であり、また加えて歩道の舗装などが赤

色であり、休息所であるベンチを設置すると好適な印

象を与えることがわかった。 
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表 3 色彩の変化の結果 

表 4 オブジェクトの結果 

図 5 植栽の増加 図 6 植栽の減少 

表 2 色彩の位置の変化の結果 
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